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た。本論文は、第 1 章「序論」、第 2 章「視覚特性に適合する立体視ディスプレイの実現」、第 3 章「体性感覚を刺激









第 4 章では、仮想空間内での運動感覚の評価について述べた。ここでは、 VR 技術によって再現された陸上競技を
対象とし、既存例の無い仮想空間内での複合的な感覚刺激による多面的な影響を評価する手法を開発し、心理学的指
標による定量的な評価を行った。
第 5 章では、本研究成果の応用例として、開発した VR デバイスを用いたアート作品について述べた。













(2)仮想空間内で体性感覚刺激を与えるために、再現性の高い歩行感覚提示装置 GSS CGround Surface Simulaｭ














じている。この議論では、感覚適合性は、 VR 技術が持つ人間自体を取り扱うという性質において、 VR 技術に
おける問題点を整理する上での観点、視点として、また、人間と仮想空間との関わりあいを評価する上での指標
の概念として有益であり、機能性を評価し説明する上での要点であることを示している。
以上のように、本論文は、仮想空間と人間との界面にある感覚適合性に着目し、感覚適合性に優れた VR デノ〈イ
ス自体を実現することと、感覚適合性の観点から仮想空間が与える影響を評価することの双方を記述し、既存例の無
い新規性のあるテーパイスや感覚評価手法、実証的な知見類の集積を得ているo これらの成果は、より高度な仮想空間
を構築することに資するものであり、当該研究分野の発展に寄与するものである。よって、本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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